
八
街
駅
北
側
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
を
引
き
続
き

推
進
し
、
平
成
23
年
度
完

成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

八
街
バ
イ
パ
ス
事
業
は
、

平
成
23
年
４
月
13
日
か
ら

一
部
区
間
に
お
い
て
供
用

が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

全
線
の
早
期
完
成
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

市
道
四
木
28
号
線
の
道
路

改
良
事
業
を
始
め
、
文
違
、

砂
、
西
林
地
区
の
流
末
排

水
施
設
整
備
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
会
を
設

置
し
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を

含
め
た
市
内
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

八
街
警
察
署
の
設
置
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
交
通
安
全
施
設
の

整
備
や
防
犯
灯
の
設
置
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
計
画

的
に
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

を
継
続
し
、
実
施
し
ま
す
。

消
費
者
相
談
に
つ
い
て
、

現
在
週
４
日
実
施
し
て
い

る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
、

週
５
日
開
設
に
拡
充
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

児
童
医
療
費
助
成
事
業
の

対
象
を
、
現
在
小
学
校
６

年
生
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
４
月
よ
り
、

他
の
自
治
体
に
先
駆
け
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
並
び
に
小

児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
に
つ
い
て
も
、

本
年
４
月
か
ら
助
成
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
や
緑
地
の
適
正
な
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

不
法
投
棄
監
視
対
策
事
業

に
よ
る
産
業
廃
棄
物
等
の

不
法
投
棄
防
止
に
引
き
続

き
努
め
て
い
き
ま
す
。

ゴ
ミ
集
積
所
に
関
す
る
諸

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
に
お
い
て
引
き
続
き
実

施
し
、
ゴ
ミ
集
積
所
の
適

正
な
管
理
並
び
に
円
滑
な

収
集
業
務
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

朝
陽
小
学
校
校
舎
改
築
に

伴
う
屋
内
運
動
場
の
耐
力

度
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
策

と
し
て
、
現
在
の
保
育
園
に

臨
時
保
育
士
３
名
を
増
員

し
、
受
け
入
れ
数
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
が

い
児
が
健
常
児
と
保
育
園
で

楽
し
く
共
同
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
加
配
臨
時
保
育
士
を

増
員
し
ま
す
。

昨
年
各
小
学
校
に
配
置
し

た
学
力
向
上
推
進
員
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

北
総
中
央
用
水
土
地
改
良
事

業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
環
境
保
全
型
土
づ
く

り
対
策
事
業
の
普
及
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

各
地
で
催
さ
れ
る
食
の
祭

典
等
に
出
店
し
、
八
街
産

野
菜
や
落
花
生
の
ピ
ー
ア

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
の
確
保
育
成
の

た
め
、
新
規
就
農
者
や
経
営

発
展
を
目
指
す
農
業
者
に
対

し
、
必
要
な
農
業
用
機
械
や

施
設
の
導
入
等
に
対
し
て
支

援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事

業
の
支
援
を
は
じ
め
産
業

ま
つ
り
や
ふ
れ
あ
い
夏
ま

つ
り
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、

市
民
と
行
政
の
協
働
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
や
ち
ま
た
を
毎
月
２

回
発
行
し
、
情
報
の
迅
速

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
は
積
極
的

に
取
り
組
み
、
健
全
財
政

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
職
員
数
の
適
正
化
に

つ
い
て
、
単
に
削
減
の
み
で

は
な
く
、
適
材
適
所
の
視
点

や
内
部
調
整
に
よ
る
重
点
配

置
な
ど
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
議
案
第
５
号

八
街
市
一
般
職
の
職
員
の
管

理
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
管
理
職
手

当
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
に

お
い
て
も
20
パ
ー
セ
ン
ト
の
削

減
を
継
続
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
７
号

八
街
市
公
民
館
使
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

現
状
の
規
定
で
は
、
使
用
者

の
都
合
に
よ
り
使
用
を
取
り
消

し
た
場
合
、
一
旦
納
付
さ
れ
た

使
用
料
は
還
付
で
き
ま
せ
ん

が
、
使
用
を
取
り
消
す
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部

を
還
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
９
号

八
街
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

暫
定
的
に
引
き
上
げ
て
い
た

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

を
、
国
に
お
い
て
恒
久
化
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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議案の内容

条
　
　
　
例

平
成
23
年
度
市
政
運
営
方
針

一
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

便
利
で
快
適
な
街

平
成
23
年
度

八
つ
の
街
づ
く
り

二
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

安
全
で
安
心
な
街

三
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

健
康
と
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
る
街

四
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
街

五
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

心
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
街

六
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
街

七
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

市
民
と
と
も
に
つ
く
る
街

八
の
街

め
ざ
し
ま
す
！

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
し
た
街
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議案の内容

一般会計予算１８７億４千万円が可決！

◆平成２３年度会計別予算規模◆

一般会計(Ａ)

特別会計(Ｂ)

国民健康保険

老人保健

後期高齢者医療

介護保険

学校給食センター事業

下水道事業

水道事業

合計(Ａ)＋(Ｂ)

１８７億４０００万円

１５１億５７８７万３千円

８０億７６２８万５千円

０円

３億３７７０万７千円

３１億５２０８万６千円

７億８１万９千円

９億４８２９万４千円

１９億４２６８万２千円

３３８億９７８７万３千円

１７８億２０００万円

１３９億９９６万６千円

７４億４６９８万５千円

１４６万７千円

３億９３７２万円

２８億５８５６万３千円

７億２２４１万６千円

７億４２５１万円

１７億４４３０万５千円

３１７億２９９６万６千円

９億２０００万円

１２億４７９０万７千円

６億２９３０万円

△１４６万７千円

△５６０１万３千円

２億９３５２万３千円

△２１５９万７千円

２億５７８万４千円

１億９８３７万７千円

２１億６７９０万７千円

区　分
平成23年度
当初予算額①

平成22年度
当初予算額②

増減額
①－②

平成２３年度一般会計予算、討論！（一部要約）

来年度予算に求められるのは、厳しさ
を増している市民生活をいかに守るのか
が問われています。新年度予算では、こ

どもの医療費無料化を中学３年生まで拡大させ、子
宮頸がんなどワクチンの全額助成、用務員の業務委
託から直接雇用に切りかえたことなどは高く評価す
るものです。しかし、その一方で市長の給与はわず
か７％の削減であり、交際費は前年度と同様の２２０万円
となっています。また、４０億円を投入する大池第三雨水
幹線事業は凍結し、減らされ続けてきた土木予算を増額し
て、市民が切実に求めている道路整備や市民の暮らしを守
る施策を優先させるべきです。深刻な国保会計、介護保険
への対策は切実で、一般会計からの繰り出しで国保会計・
介護制度を守るべきです。八街市の経済の中心となる商
工・農業予算の当初予算構成比は、わずか２．３％です。
大幅に落ち込んでいる予算を増額すべきです。民生費では
保育ママ制度の導入や公共施設を活用した保育園の分園制
度の導入で待機児童ゼロをめざす取り組みを求め、教育費
では、就学援助制度の拡充・改善が必要です。
市民に直接かかわる自治体として、市民の生活実態を直

視し、市民が安心して暮らせる市政実現に総力をあげて取
り組むことを求め反対討論とします。

本市の財政状況は一昨年の政権交代後
も苦しい状況は変わらない中にあって
も、一般会計５．２％、特別会計９．
０％、合計６．８％の伸び率で予算編成をして頂
きました。新年度の歳入面では、地方財政計画に
基づく地方交付税予算について過大見積もりに注
意した予算計上をしているほか、各種基金からの

繰り入れにより、財源不足に対応しています。歳出面では、
全般にわたる経費の節減合理化や既存の制度・施策の見直
しに努めた上で、生み出した財源を重点的・効果的に配分
しております。具体的には、一般職及び特別職の人件費の
削減、地域安全パトロール事業の実施、広報やちまたの月
２回の発行、児童医療費助成事業の対象を中学３年生まで
拡大、朝陽小学校屋内運動場の耐力度調査費の計上、学力
向上推進員８名の継続、八街の歴史を知ってもらうべき
「図解　八街の歴史」の発刊、八街駅北側地区土地区画整
理事業と道路整備事業の推進、公共下水道雨水整備事業の
実施設計、上水道老朽管更新事業の実施など、市民のニー
ズに応えるべく各種施策が多く見られます。
北村市長の強力な指導力のもと、いまだ不景気な経済状
況下で抱える課題解決に鋭意努力して頂くことを含め、今
後の手腕の発揮に期待して賛成するものです。

反 対 賛 成

◆
議
案
第
14
号

平
成
22
年
度
八
街
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

既
定
の
予
算
に
１
億
８
千
８

６
７
万
４
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
８
０

億
９
千
６
４
１
万
９
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
歳
出
の
主
な
も
の

・
子
ど
も
手
当
支
給
費

△
１
億
９
千
６
９
８
万
６
千
円

・
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な

交
付
金
活
用
事
業６

千
96
万
円

・
市
道
２
１
０
号
線
道
路
整
備

事
業
他
舗
装
修
繕
工
事

４
千
７
９
０
万
７
千
円

◆
議
案
第
15
号

平
成
22
年
度
八
街
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

既
定
の
予
算
に
２
億
３
千
９

８
０
万
４
千
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
84
億
３

千
６
５
７
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、

国
庫
・
県
支
出
金
２
億
２
千
７

２
４
万
８
千
円
を
増
額
す
る
の

が
主
な
も
の
で
す
。
歳
出
に
つ

い
て
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
負
担
金
１
億
６
千
22
万

９
千
円
を
増
額
す
る
の
が
主
な

も
の
で
す
。

補

正

予

算




